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●説明の要旨 

平
成
１９
年
度
決
算
 

          　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
選
手

を
始
め
各
国
選
手
の
活
躍
は
、
見
て
い

る
私
た
ち
に
も
感
動
が
伝
わ
り
、
勇
気

や
元
気
を
も
ら
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
気

持
ち
を
今
後
の
市
政
の
運
営
に
生
か
し

た
い
。
 

　
平
成
１１
年
度
よ
り
計
画
的
に
進
め
て

き
た
学
校
校
舎
の
耐
震
対
策
に
つ
い
て

は
、
５
月
の
中
国
四
川
大
地
震
、
６
月

の
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
、
７
月
の
岩

手
県
沿
岸
北
部
地
震
な
ど
の
教
訓
か
ら

計
画
の
２
年
前
倒
し
を
決
定
し
た
。
 

　
ま
た
、
合
併
協
議
の
調
整
未
了
項
目

の
一
つ
で
あ
る
額
田
地
区
の
小
学
校
に

つ
い
て
は
、
旧
額
田
地
区
小
学
校
適
正

規
模
研
究
検
討
委
員
会
か
ら
、
２２
年
４

月
よ
り
８
校
を
５
校
に
す
る
結
果
報
告

が
提
出
さ
れ
た
。
閉
校
が
予
定
さ
れ
る

３
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
活
性
化
の
一
助
と
な
る
よ
う
検
討
を

行
っ
て
い
く
。
 

  　
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
財
政
環
境

が
厳
し
い
中
、
本
市
は
予
算
の
位
置
付

け
を
「
教
育
・
福
祉
の
充
実
と
活
力
の

あ
る
都
市
創
生
予
算
」
と
し
、
少
子
高

齢
化
対
策
、
都
市
基
盤
の
整
備
な
ど
の

施
策
を
推
進
し
て
き
た
。
増
大
す
る
市

民
需
要
に
的
確
に
対
応
し
て
市
民
福
祉

の
向
上
に
努
め
、
数
々
の
成
果
を
得
る

と
と
も
に
、
適
正
な
決
算
と
な
り
財
政

の
健
全
性
も
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

★
一
般
会
計
 

　
歳
入
は
１
１
７
３
億
７
７
８
７
万
円
、

歳
出
は
１
１
２
８
億
７
０
２
７
万
円
で
、

翌
年
度
へ
の
繰
越
事
業
充
当
財
源
を
差

し
引
い
た
純
剰
余
金
は
３８
億
９
５
５
６

万
円
と
な
っ
た
。
 

　
歳
入
で
は
、
歳
入
全
体
の
５７
・
９
％

を
占
め
る
市
税
収
入
が
、
所
得
税
か
ら

の
税
源
移
譲
や
定
率
減
税
の
廃
止
及
び

企
業
収
益
の
改
善
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
対
比
１
０
９
・
７
％
と
な
り
４
年
連

続
で
前
年
度
を
上
回
っ
た
。
ま
た
、
国
・

県
か
ら
の
歳
入
や
繰
入
金
な
ど
を
含
む

歳
入
全
体
で
は
前
年
度
対
比
１
０
７
・

４
％
と
な
っ
た
。
 

　
歳
出
は
、
総
合
計
画
で
示
す
六
つ
の

柱
の
う
ち
「
都
市
基
盤
の
整
備
」
で
は
、

公
共
交
通
利
用
促
進
事
業
を
始
め
名
古

屋
鉄
道
美
合
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備

事
業
へ
の
補
助
、
公
共
施
設
耐
震
化
事

業
、
図
書
館
交
流
プ
ラ
ザ
建
設
事
業
な

ど
を
、
「
保
健
医
療
福
祉
の
充
実
」
で

は
、
岡
崎
げ
ん
き
館
整
備
事
業
を
始
め

児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
、
児
童

手
当
の
拡
充
、
東
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
建
設
事
業
な
ど
を
、
「
都
市
環
境
の

整
備
」
で
は
、
新
一
般
廃
棄
物
中
間
処

理
施
設
建
設
事
業
を
始
め
動
物
総
合
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
、
総
合
検
査
セ
ン
タ

ー
建
設
整
備
事
業
、
市
営
住
宅
土
井
荘

建
替
事
業
、
下
水
道
整
備
事
業
な
ど
を

実
施
し
た
。
ま
た
、
「
地
域
社
会
の
充

実
」
で
は
、
西
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
を
始
め
小
・
中
学
校
及
び
幼

稚
園
の
防
犯
対
策
事
業
、
都
市
交
流
事

業
な
ど
を
、
「
教
育
文
化
の
振
興
」
で

は
、
竜
美
丘
小
学
校
校
舎
増
築
事
業
を

始
め
と
し
た
小
学
校
校
舎
等
整
備
事
業
、

美
川
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
・
柔
剣

道
場
新
築
事
業
、
い
の
ち
の
教
育
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
事
業
な
ど
を
、
「
産
業

の
振
興
」
で
は
、
若
年
者
職
業
的
自
立

支
援
事
業
を
始
め
屋
形
船
に
よ
る
観
光

船
運
行
事
業
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
市
民

福
祉
の
向
上
と
社
会
資
本
の
整
備
充
実

に
努
め
、
歳
出
全
体
で
は
前
年
度
対
比

で
１
０
７
・
０
％
と
な
っ
た
。
 

★
特
別
会
計
　
 

　
特
別
会
計
全
体
の
歳
入
決
算
額
は
、

１
０
０
５
億
５
４
８
５
万
円
、
歳
出
決

算
額
は
９
９
９
億
３
５
２
８
万
円
で
、

翌
年
度
へ
の
繰
越
事
業
充
当
財
源
を
差

し
引
い
た
純
剰
余
金
は
５
億
６
９
９
２

万
円
と
な
っ
た
。
 

　
下
水
道
会
計
は
、
着
実
な
事
業
の
進

捗
が
図
ら
れ
、
公
共
下
水
道
普
及
率
は

４
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
７６
・
２
％

と
な
っ
た
。
 

　
国
民
健
康
保
険
会
計
で
は
、
被
保
険

者
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
が
、
給
付

件
数
が
増
加
し
、
歳
入
歳
出
と
も
に
前

年
度
対
比
で
増
額
と
な
っ
た
。
 

　
介
護
保
険
会
計
で
は
、
要
介
護
・
要

支
援
認
定
者
の
増
加
に
伴
う
保
険
給
付

の
増
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
と
も
に
前
年

度
対
比
で
増
額
と
な
っ
た
。
 

★
企
業
会
計
 

　
病
院
事
業
会
計
で
は
、
入
院
患
者
数
、

外
来
患
者
数
と
も
に
減
少
し
、
１１
億
６

２
１
５
万
円
の
純
損
失
と
な
っ
た
。
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
今

後
も
市
民
の
健
康
を
守
る
病
院
と
し
て

信
頼
に
応
え
る
と
と
も
に
、
健
全
経
営

に
努
め
て
い
く
。
 

　
水
道
事
業
会
計
で
は
、
給
水
人
口
や

有
収
水
量
が
増
と
な
り
、
９
億
５
０
７

４
万
円
の
純
利
益
と
な
っ
た
。
今
後
も
、

公
営
企
業
と
し
て
経
済
性
、
効
率
性
を

発
揮
す
る
と
と
も
に
安
定
安
全
給
水
に

努
め
て
い
く
。
 

し
ん
 

ち
ょ
く
 


